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法
学
怠
林

第
一
一

O
巻

第
四
号

n.
例
外
(
凶

H
n
8
Eロ
師
)

内
最
終
規
定
(
ヨ

E
二
M
B
i
m
-
oロ
凹
)

序

文

句

2
m
g
E
O
)

大
緯
民
国
政
府
(
以
下
、
大
緯
民
国
)
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
(
以

下
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
)
の
両
当
事
国
は
、
両
国
に
お
け
る
長
い
間
の
強

い
同
盟
関
係
を
再
認
識
し
、
両
国
間
に
お
け
る
緊
密
な
経
済
関
係
の
強
化

を
目
指
す
。

自
由
貿
易
地
帯
を
両
国
の
領
域
に
お
い
て
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

確
実
な
商
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
市
抑
制
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
安
定
的
で
予

測
可
能
な
役
資
環
境
を
創
出
し
、
か
つ
当
事
国
に
お
け
る
企
業
の
世
界
市

場
で
の
競
争
力
地
進
を
硲
信
す
る
。

両
国
に
お
け
る
傾
被
聞
の
貿
易
並
び
に
投
資
を
自
由
化
し
拡
張
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
両
国
の
領
域
に
お
け
る
生
活
水
単
を
向
上
、
経
済
成
長
と

安
定
の
地
進
、
新
し
い
雇
用
機
会
の
創
出
、
普
遍
的
福
祉
の
向
上
を
目
指

す。
両
国
の
貿
易
並
び
に
投
資
に
お
け
る
規
律
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
相

E
聞
に
有
益
な
規
則
の
制
定
並
び
に
両
国
間
の
領
域
に
お
け
る
貿

易
・
投
資
の
妨
げ
と
な
る
規
制
の
縮
小
、
或
い
は
廃
止
を
目
指
す
。

二
七
二

当
事
国
の
圏
内
法
に
よ
る
投
資
者
の
権
利
の
保
護
条
項
の
内
容
が
、
例

え
ば
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
圏
内
法
の
よ
う
に
、
こ
の
協
定
に
規
定
さ
れ
た
内

容
と
同
様
、
或
い
は
そ
の
規
定
範
囲
を
上
回
る
場
合
で
も
、
外
国
の
投
資

家
は
、
当
事
国
圏
内
の
投
資
者
よ
り
も
投
資
総
利
の
面
で
実
質
的
に
有
利

な
保
議
や
権
利
を
受
け
た
り
し
な
い
こ
と
に
同
意
す
る
。

自
由
貿
易
地
帯
の
創
設
を
通
し
て
、
自
由
貿
易
を
め
ぐ
る
壁
を
除
去
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
貿
易
の
調
和
と
発
展
・
拡
張
に
寄
与
す
る
と
同

時
に
、
両
国
の
領
媛
聞
に
お
い
て
、
こ
の
協
定
の
効
果
を
縮
小
す
る
可
能

性
の
あ
る
貿
易
・
投
資
、
並
び
に
新
し
い
規
制
の
設
回
を
回
避
す
る
こ
と

に
決
議
す
る
。

労
働
・
環
境
関
連
法
と
政
策
の
開
発
・
実
行
を
強
化
し
て
、
労
働
者
の

基
本
的
権
利
と
持
続
可
能
な
経
済
発
展
を
地
進
す
る
。
両
国
聞
に
お
け
る

協
定
を
環
境
保
護
・
保
全
に
合
致
す
る
方
式
で
履
行
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

世
界
貿
易
機
開
設
立
の
た
め
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定

(PARE吉田
F

〉
肉
『

8
5
g円
開

加

S
Z
2
E口
問
答
申
巧
R
E
4
3号
O
『
官
ロ

F
S
F
Z己

に
も
と
づ
い
て
、
当
事
国
の
両
国
以
外
に
お
け
る
多
国
間
的
・
地
域
的
、

ニ
国
間
的
協
定
上
の
各
々
の
徳
利
・
義
務
に
基
礎
を
お
く
。
な
お
、
と
く

に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
境
に
お
け
る
貿
易
・
投
資
の
壁
の
縮
小
を
追
求
す

る
こ
と
で
こ
の
地
践
に
お
け
る
経
済
的
指
噂
力
を
増
進
し
て
い
く
こ
と
に
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決
議
す
る
。

以
上
の
内
容
に
大
勝
民
固
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
合
窓
し
た
。

第
1
章

(

白

F
8宮
司
O
E
O
)

最
初
規
定
、
並
び
に
定
義

Q
E巴
巳
同

Mg己
'

包
O
ロω
釦
出
向
田
口

0
2田
町
仲
間

O
ロω)

セ
ク
シ
ョ
ン
A
〈
m
g仲間
0
2
と
一
最
初
規
定
(
阿
国
吉
田
=
4
0
4
E
O
B
回)

第
一
・
一
条
一
自
由
貿
易
地
帯
の
創
設
白
血
S
E
E
-
g
g甘
え
回
早
-2

4
口
氏
ぽ
〉
『
聞
は
じ

当
事
国
は
一
九
九
四
年
度
G
A
T
T第
二
四
条
お
よ
び
G
A
T
S第
五
条

に
合
致
す
る
よ
う
、
こ
の
規
定
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
自
由
貿
易
地
帯
を

創
設
す
る
。

第
一
-
一
一
条
U

他
の
協
定
と
の
関
係
(
刃
包
H
E
o
=
H
O
O答
申
『
〉
唾

2
・

ヨ
申
ロ
乙

1
.
当
事
国
は
世
界
貿
易
機
関
協
定
を
含
め
て
、
既
存
の
協
定
上
の
お
互

い
に
対
す
る
各
々
自
国
に
お
け
る
権
利
・
義
務
事
項
を
碕
か
め
る
。

2
.
本
協
定
は
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
投
資
、
或
い
は
こ
の
協
定
に
規
定
し

た
内
容
よ
り
有
利
な
待
迎
を
規
定
し
た
、
如
何
な
る
国
際
法
的
義
務
か
ら

も
離
脱
し
は
い
と
の
前
鎚
条
件
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
明
磁
化
す
る
。

大
隊
民
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
聞
の
自
白
貿
易
協
定
〈
-
〉
〈
総
}

第
-
・
=
一
条
一
義
務
の
範
囲
白
H
Z
E
O『

O
E
宮
巳
05)

本
協
定
に
お
い
て
は
、
別
途
規
定
し
た
場
合
を
除
い
て
地
峨
政
府
に
よ
る

協
定
規
定
を
遵
守
す
る
。
当
事
国
は
、
こ
の
協
定
の
規
定
に
効
力
を
付
与

す
る
た
め
に
必
要
な
全
て
の
措
置
を
講
じ
る
。

セ
ク
シ
ョ
ン
B
a
B
H
m
O
B
g
υ
一
般
的
定
誕
百
富
市
E
-
U
S
E
2
0
2回〉

第
-
・
四
条
一
定
義

(
O目
白

a
E
O
ロ田)

本
協
定
の
目
的
上
、
別
途
明
示
し
な
い
限
り
、

中
央
政
府

(nSFEご
由
〈
色
民
間

0
5
2
5
2乙
と
は
、
以
下
を
指
す
。

(
a〉
大
仰
民
国
に
つ
い
て
は
、
中
央
政
府
、
な
お
、

(
b
)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
つ
い
て
は
、
迎
邦
政
府
一

適
用
対
象
役
資
〈
n
o
g『邑
2
4
8仲間国
SF)
と
は
、
一
方
の
当
事
国
に
対

し
て
、
こ
の
協
定
の
発
効
回
以
降
の
時
点
で
存
在
、
股
立
、
引
き
受
け
が

硲
定
し
た
当
事
国
の
傾
域
内
の
相
手
当
事
国
の
投
資
者
に
よ
る
投
資
と
し

て
の
、
第
一
一
・
二
八
条
に
お
け
る
定
義
内
容
(
応
急
ロ

E
0
5
)
を
指
す
。

関
税
〈
白
E
P
0
5白色
Z
E
B
)
と
は
、
全
て
の
関
税
・
輸
入
税
、
商
品
の
輸

入
と
閲
辿
す
る
会
て
の
形
態
の
追
加
税
・
追
加
金
を
含
む
輸
入
に
付
加
さ

れ
る
全
て
の
語
酬
の
付
加
金
を
紛
れ
。
た
だ
し
、
以
下
の
知
何
な
る
項
目

二
七
三
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法
学
窓
休

第
ご
O
晶
官

情

m
四
号

も
含
ま
れ
な
い
。

〈
av
当
事
国
に
お
け
る
同
緬
煩
の
代
鈴
可
能
な
直
銭
磁
争
的
な
商
品
の

中
で
、
そ
の
商
品
か
ら
鮪
入
商
品
を
使
用
し
て
全
体
・
部
分
的
に
製
造
さ

れ
た
生
産
品
に
対
し
て
、
一
九
九
四
年
G
A
T
T第
三
条
第
二
項
に
合
致

し
て
付
加
す
る
内
国
税
に
相
当
す
る
付
加
金

(
b
)
当
事
国
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
或
い
は
相
殺
開

設

(
8
5
Z
2由
民
町
田
町
含
々
ご
或
い
は

(
c〉
サ
ー
ビ
ス
刷
機
供
費
用
に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
の
輸
入
間
辿
の
手

数
料
、
或
い
は
そ
の
他
の
付
加
金
一

関
税
評
価
協
定

8
5
H
O自
由
〈
E
Z
R
-
oロ
〉
哩

g
s
gむ
と
は
、
世
界

貿
易
機
関
惚
定
に
お
け
る
附
属
笛
I
I
A項
目
に
阻
峨
し
た
一
九
九
四
年

度
関
税
お
よ
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
第
七
条
の
園
行
に
閲
す
る
内
容

全
般
を
指
す
。

回
目
(
品
目
苫
)
と
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
上
の
日
日
の
こ
と
を
指
す
。

企
業

(gg召
ユ
曲
。
〉
と
は
、
会
社
・
信
託
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ヮ
プ
・
単

独
所
有
企
業
・
合
作
投
資
・
協
会
、
或
い
は
こ
れ
ら
に
類
似
な
組
織
で
あ

っ
て
、
営
利
目
的
で
あ
る
か
ど
う
か
、
民
間
・
政
府
が
所
有
・
支
配
し
て

い
る
か
ど
う
か
の
余
地
に
関
係
な
く
適
用
可
能
な
法
律
に
従
っ
て
構
成
・

組
織
さ
れ
た
全
て
の
実
態
を
指
す
。

二
七
四

当
事
国
の
企
業
〔

g
g召
江
田
叩
O
『回一
E
Zち
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事

国
に
お
け
る
法
仰
に
よ
っ
て
構
成
・
組
織
さ
れ
た
企
業
を
指
す
。

既
存
(
四
回
一
回

F
E
E
と
は
、
こ
の
協
定
の
発
効
目
の
時
点
で
有
効
な
も
の

を
指
す
。

基白
金自
が仰
決扇

TE 
た誼
2 貨

... "'"' 

55 
EE 
彊害
~ 2 
をヨ
t自主
究三

と
は

国
際
通
貨

記 G
載 A
し T
た T

九a....、
胆世
年界
度貿

器量

?? 
聞云
~ 1:1" 
<Q ~ 

義盛
塁手
金 f
般 B
を項
指目
すに

一
九
九
四
年
度
G
A
T
T
S〉

44-se
と
は
、
世
界
貿
易
機
関
協

定
に
お
け
る
附
属
曾
I
E
A項
目
に
記
載
し
た
一
九
九
四
年
度
関
税
・
貿

易
に
関
す
る
条
約
内
容
全
般
を
指
す
。

当
事
国
の
商
品

(
m
o
o
E
o『
白
宮
ユ
も
と
は
、
一
九
九
四
年
度
G
A
T

T
条
約
に
記
載
し
た
内
容
と
同
様
、
両
当
事
国
が
合
意
し
た
商
品
、
並
び

に
当
事
国
の
原
産
地
商
品
を
含
む
園
内
商
品
を
指
す
。

政
府
調
達
〈
同
0
4
申
『
ロ
ヨ
由
ロ
ご

M
2
2
3
S
E
C
と
は
、
政
府
が
主
導
を
目

的
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
商
品
、
並
び
に
両
者
の
絡
会
使
用
を
磁
保
・
盛
得
す

る
過
程
を
指
す
。
こ
れ
は
、
商
業
的
阪
宛
・
再
販
売
を
目
的
と
す
る
サ
l
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ピ
ス
商
品
の
生
産
・
供
給
に
使
用
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

商
品
名
の
統
一
但
号
体
系

(
Z
E
『
g
o
E
N
a
g・2
2
f
z
m
w
)
と
は
、
両

当
事
国
が
各
々
当
事
国
の
関
税
法
に
お
い
て
採
択
・
壇
'
灯
す
る
商
品
名
の

統
一
記
号
体
系
、
並
び
に
そ
の
一
般
解
釈
規
則
、
節
の
注
釈
、
議
の
注
釈
、

そ
れ
か
ら
績
の
注
釈
を
指
す
。

品
開
入
許
可
協
定
白
吉
宮
Z
E
8
5
g
m
〉同『
2
5
5
H
)
と
は
、
世
界
貿

易
機
関
協
定
に
お
け
る
附
属
畿
l
t
A
項
目
に
記
載
し
た
輸
入
許
可
手
続

き
に
閲
す
る
内
容
を
指
す
。

ニ共

ー旬

警員
t会

と C
づ5!.
い己
て。
投当

TE 
た宣
共~

mと
曾は

全共
乞向
指宋

丈高
会
規
定
第

措
限

(
g
g
E
E
)
と
は
、
全
て
の
法
体
・
規
定
・
手
続
き
・
婆
件
、
並

び
に
慣
行
を
指
す
。

国
民
〔
ロ
曲
目
一
0
5
0
と
は
、
以
下
を
指
す
日

(

a

)

大
級
民
国
に
つ
い
て
は
、
団
結
法
上
の
意
味
に
お
け
る
大
純
民
国

【

2
】

の
国
民
、
な
お

(
b
)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
つ
い
て
は
、
移
民
法
お
よ
び
国
筒
誌
に
納
め

ら
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
民
」
一

大
勝
民
悶
と
ア
メ
リ
カ
合
挽
固
と
の
聞
の
自
由
貿
易
協
定
(
一
)
(
櫨
)

原
産
地

{
O
Z
包同

g
H
Z
E
と
は
、
第
四
軍
(
繊
維
お
よ
び
衣
類
)
並
び

に
第
六
寧
(
原
産
地
規
定
お
よ
び
原
産
地
手
続
き
〉
で
規
定
し
た
原
産
地

規
定
よ
の
嬰
件
に
充
足
す
る
内
容
を
指
す
。

人
(
胃
『
自
己
と
は
、
自
然
人
、
或
い
は
企
業
を
指
す
。

当
事
国
に
お
け
る
人
〈
宮
2
0
3
0
『
白
冨
ユ
も
と
は
、
当
事
国
の
国
民
、

或
い
は
企
業
を
備
す
。

協侵
定先
に的

主盟
ぞ延
，遇

て
適守
悶 B
ロif :;> 
峰 5
江号

原色
壁 g
~ -
商::::c _ 

ロロ 『

型5
-q '" 

る三
関)

援と
率 tま
を、
指こ
すの。

地
域
政
府
〈

2m何
回

gEご
雲
市
-o『
m
o
S『
=
吉
田
ロ
乙
と
は
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
場
合
は
、
各
州
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
を
指
し
、

大
勝
民
国
の
場
合
、
「
地
域
政
府
」
は
適
用
し
な
い
。

再
製
造
商
品

(
5
5
2
z
p
n
E『
邑
問
。
。
色
目
〉
と
は
、
商
品
名
の
統
一
紀

身
体
系
に
お
け
る
第
八
四
期
、
第
八
五
期
、
第
八
七
瓶
、
結
び
に
第
九

O

娘
、
第
九
四
・

O
二
号
と
し
て
分
類
さ
れ
る
簡
品
の
な
か
い

(

a

)

金
的
・
部
分
的
に
第
六
・
ニ
ニ
条
(
定
義
)
に
て
定
義
し
た
再
生

用
品
と
し
て
悦
成
一

(
b
)
新
商
品
と
頬
似
の
製
品
寿
命
を
有
し
て
、
繍
似
の
工
業
品
質
保
征

が
見
込
め
る
も
の
を
指
す
一

二
七
五
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法
学
窓
仲
杯
第
一

-
O巻
第
四
号

緊
急
鈎
入
制
限
錨
固
に
閲
す
る
協
定
自
由
同
申
告
S
E師
〉
伺
『

g
g
g
C
と

は
、
世
界
貿
易
機
関
協
定
に
お
け
る
附
属
脅
1
1
A
に
記
載
し
た
緊
急
輸

入
制
限
指
田
に
閲
す
る
内
容
を
摘
す
。

衛
生
、
並
び
に
縞
物
一
衛
生
指
田
〈
B
E
S
弓
O
「

Z
u
B
o
g
n
E弓
ヨ
g'

E
S〉
と
は
、
衛
生
、
並
び
に
植
物
衛
生
措
置
の
適
用
に
関
す
る
協
定
に

お
け
る
附
属
省
A
の
l
l
A
に
記
減
し
た
内
容
を
指
す
。

た号衛
内富生
容 C
をム並
指足び
す、に
。世停

22 
極措
岡田

豊富
に周
おに
け l刻
.Qす
附る
腕協
賛F定

A 培
H 臼

ae ~ 
政官
し亭

公
企
業
(
白

S
E
E
Z召
ユ
朗
自
)
と
は
、
当
事
国
が
所
有
、
或
い
は
所
有

.

【
2
}

持
ち
分
を
適
し
て
支
配
す
る
企
業
を
指
す
。

2? 
易お
機け
閲る
協技

書留
持嗣
17 1こ
る即1

附子
~る

?建
A ，向、

記~
記弓
載〉
し司
た g
内包
容 g
をと乙

空と
ツo Iま

傾
域

(g『『宗
O
『
ち
と
は
、
以
下
を
指
す

U

(
a
v

大
仰
民
国
の
場
合
、
大
隣
民
国
が
主
備
を
行
使
す
る
陸
地
・
海

洋
・
上
空
、
並
び
に
大
総
民
国
が
国
際
法
・
圏
内
法
上
に
も
と
づ
い
て
、

主
砲
・
管
鱒
掘
を
行
使
で
き
る
餌
海
の
外
側
の
限
界
に
隣
篠
し
、
そ
の
限

ニ
七
六

界
外
の
海
底
、
並
び
に
下
節
土
犠
を
含
む
海
洋
地
続
、
な
お

〔

b
v
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
踊
場
合
、

・1
.

五

O
カ
州
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
、
並
び
に
プ
エ
ル
ト
リ
コ
を
含
む

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
関
税
傾
峨
U

un.
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
並
び
に
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
位
田
す
る
対
外
貿
易

地
術
、
な
お
、

町

m.
海
底
、
並
び
に
下
部
土
織
と
そ
こ
に
存
在
す
る
天
然
資
簡
に
つ
い
て

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
図
樫
底
・

圏
内
法
に
も
と
づ
い
て
主
植
を
行
使
で
き
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
傾
海
外

の
地
域
一

貿
易
関
越
の
知
的
財
産
権
に
関
す
る
協
定

2
E
B
〉
司
自
由

5
2む
と

は
、
世
界
貿
易
機
関
協
定
に
お
け
る
附
腐
脅
1
1
C
に
記
載
し
た
内
容
を

{
4
}
 

指
す
。

世
界
貿
易
機
関
と
は
、

w
T
O
(君
。
『
左
手
包
申

O
『
m
g
-
S
E
O
B
)
を

指
す
。
な
お
、

世
界
貿
易
機
関
協
定
と
は
、
一
九
九
四
年
四
月
一
五
日
に

W
T
O股
立
の

た
め
録
択
さ
れ
た
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定

(phRB寄
与
〉
雪

g
g
g酔

F-

sg宮
V
Z同
神
宮
市
巧

4
0
)
を
指
す
。
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第
2
章
(
の
宮
司
宮
司
、
ア
さ
)

商
品
を
め
ぐ
る
内
国
民
へ
の
鈍
い
、
並
び
に

市
場
ア
ク
セ
ス

(
Z
E
Zロ巳
4
2
E
E
Sご
吉
角
田

富
E
・rzkrsgω
同

O
『
の
。
。
色
切
〉

第
二
・
一
条
一
適
用
範
囲

2
8吉
田
邑
の
0
4
0
2
胃
)

本
協
定
に
別
度
規
定
し
た
場
合
を
除
い
て
、
こ
の
な
は
当
事
国
の
商
品
貿

易
に
適
用
さ
れ
る
。

セ
ク
シ
ョ
ン
A
S
S
H向
。
ロ
と
い
内
国
民
待
遇

(zzz=E-44『

g
H
S
S
C

第
二
・
二
条
一
内
国
民
待
遇
(
之
島
H
Zロ
包
寸
志
己

g
g
c
一

1
.
当
事
国
は
一
九
九
四
年
度
G
A
T
T第
三
条
、
並
び
に
注
釈
に
恨
拠

し
て
、
相
手
当
事
国
の
商
品
に
対
し
て
内
国
民
と
し
て
の
待
遇
を
付
与
す

る
。
こ
れ
を
目
的
に
一
九
九
四
年
度
G
A
T
T第
三
条
、
並
び
に
注
釈
は

必
要
な
変
更
を
加
え
て
本
協
定
に
統
合
す
る
一

2
.
第
一
項
に
記
峨
さ
れ
た
通
り
、
当
事
国
に
付
与
す
る
待
遇
と
は
、
地

峨
政
府
が
鴎
す
る
当
事
国
が
、
直
悼
情
的
・
競
争
的
・
代
符
可
能
な
岡
純
額

の
商
品
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
合
わ
せ
て
母
も
有
利
な
待
遇
よ

り
不
利
で
な
い
待
遇
を
指
す
一

3
.
第
一
項
並
び
に
第
二
項
は
、
附
M

崎市町
2
1
A
に
規
定
し
た
姶
凶
に
対

し
て
は
適
用
さ
れ
な
い
一

大
仰
民
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
聞
の
自
由
貿
易
協
定
(
一
)
{
鐙
}

セ
ク
シ
ョ
ン
B
S
8
z
c
s
g
h
関
税
撤
廃
宙
E
S
S
E骨

戸

0
2
0
『
の
ま
-

Z
S師。三一
g)

第
二
・
三
条
一
関
税
徹
廃
(
巴

5
吉田
C
0
2
え
の
g
H
O呂
田
口
三
宮
)

1
.
本
協
定
に
別
途
規
定
し
た
均
合
を
除
い
て
、
知
何
な
る
当
事
国
も
原

底
地
商
品
に
対
す
る
既
存
の
関
税
の
引
き
上
げ
、
並
び
に
新
し
い
関
税
を

係
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

2
.
本
協
定
に
別
途
規
定
し
た
期
合
を
除
い
て
、
各
々
当
事
国
は
附
属
脅

2
1
B
に
お
け
る
自
国
の
認
許
表
に
従
っ
て
、
原
産
地
商
品
に
つ
い
て
の

自
国
の
関
税
を
徐
々
に
徹
出
府
す
る
。

3
.
あ
る
片
方
の
当
市
中
国
の
相
官
抑
が
あ
る

mA口
、
両
当
事
国
は
、
附
属
脅

2
1
B
に
お
け
る
両
国
の
誠
許
表
で
相
規
定
し
た
関
税
微
廃
の
加
述
化
に
つ

い
て
の
検
討
に
協
議
す
る
。
商
品
に
対
す
る
関
税
徹
廃
の
加
速
化
を
め
ぐ

る
両
当
事
国
の
合
意
は
、
自
国
の
適
用
可
能
な
法
的
手
続
き
に
従
っ
て
、

各
当
事
国
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
時
点
で
附
属
也
2
1
B
に
お
け
る
両
悶

の
線
持
表
の
商
品
に
つ
い
て
決
定
し
た
関
税
率
・
段
階
別
の
議
狩
頬
型
の

代
轡
と
す
る
。

4
.
当
事
国
は
、
次
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
一

(

a

)

一
方
的
な
関
税
引
き
下
げ
後
に
附
腐
8
2
l
B
の
自
国
の
譲
詐
表
に

投
定
し
た
水
噂
ま
で
関
税
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
或
い
は

(
b
)
世
界
貿
易
俄
聞
の
紛
争
解
決
機
備
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
通
り
に

二
七
七
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語
学
窓
体

第
一
一

O
巻

第
四
号

関
税
を
維
持
・
引
き
上
げ
る
こ
と

セ
ク
シ
ョ
ン

C
B
S怠
O
B
の
)
日
特
別
制
度
宙
開

wg玄
関
市
町
山

5
8
)

第
二
・
四
条
日
関
税
免
険
(
毛
色
活
『
O
『の

E
g
g
-】

Z
E
S
)

1
.
如
何
な
る
当
事
国
も
、
関
税
免
税
が
明
示
的
、
或
い
は
黙
示
的
に
履

行
要
件
の
充
足
を
条
件
と
す
る
場
合
、
新
し
い
関
税
免
除
を
採
択
、
或
い

は
既
存
の
関
税
免
除
の
適
用
を
既
存
の
受
益
者
へ
鉱
大
で
き
な
い
。

2
.
知
何
な
る
当
事
国
も
明
示
内
或
い
は
黙
示
的
に
既
存
の
聞
税
免
除

の
持
続
に
対
し
て
即
行
嬰
件
の
充
足
を
そ
の
条
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

'
M
 

第
二
・
五
条
一
商
品
の
一
時
搬
入

(
3
5
吉
E
弓
〉
乱
ヨ
富
山
0
3
0
『

の
0
0円

r凶
)

1
.
各
当
事
国
は
原
産
地
に
関
係
な
く
次
の
商
品
に
対
し
て
無
間
税
一
時

微
入
を
野
容
す
る
一

〈

a)
鈎
入
当
事
国
の
法
律
に
従
っ
て
一
時
入
国
の
資
絡
を
脊
す
る
個
人

の
営
業
活
動
や
取
引
き
、
並
び
に
職
業
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

で
、
マ
ス
コ
ミ
或
い
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
装
備
、
ソ
フ
ト
、
放
送
・
映
画
綬

影
を
含
む
専
門
装
備

(
b
)
展
示
・
試
繍
の
た
め
の
商
品

二
七
八

〈

C
)

商
業
用
見
本
、
広
告
用
フ
ィ
ル
ム
・
記
録
物
、
な
お

(
d
)
ス
ポ
ー
ツ
周
に
綴
入
す
る
商
品

2
.
各
当
事
国
は
、
関
係
者
の
嬰
簡
が
あ
る
阻
窓
口
や
自
国
の
税
関
当
局
が

妥
当
と
判
断
す
る
理
由
が
あ
る
筋
合
、
最
初
決
定
し
た
期
間
を
経
過
し
て

一
時
煙
人
の
制
限
を
延
長
す
る
。

3
.
如
何
な
る
当
事
国
も
第
一
項
に
記
載
し
た
商
品
の
無
関
税
一
時
搬
入

に
つ
い
て
、
次
に
該
当
す
る
以
外
を
条
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
一

〈

av
片
方
の
当
事
国
の
国
民
・
居
住
者
に
よ
っ
て
、
個
人
的
な
監
督
の

下
で
の
営
業
活
動
や
取
引
き
、
並
び
に
職
業
、
ス
ポ
ー
ツ
を
実
行
す
る
た

め
使
用
す
る
こ
と

〈

b
)
自
国
の
傾
柚
構
内
で
販
先
・
賃
貸
し
な
い
こ
と

(

C

)

商
品
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
の
搬
入
、
最
終
輸
入
時
に
負
担
す
る

付
加
金
の
一
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
紹
過
し
な
い
額
と
し
て
、
そ
の
商
品
の

給
出
字
に
返
還
で
き
る
担
保
を
伴
う
こ
と

(
d
)
輸
出
時
に
織
別
が
可
能
で
あ
る
こ
と

(

E

)

上
紀
の
(

a

}

項
目
で
言
及
し
た
個
人
の
出
国
時
に
、
若
し
く
は

当
事
国
が
設
定
で
き
る
一
時
級
入
国
的
に
間
辿
し
た
そ
の
他
の
期
間
内
に
、

若
し
く
は
一
年
以
内
に
鈎
出
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
期
間
延
長
す
る
燭
合

は
除
く

〈

f
)
本
来
の
周
途
で
の
使
用
の
た
め
、
合
理
的
水
量
を
超
過
し
な
い
よ

う
に
綴
入
す
る
こ
と
、
な
お
、

(
g〉
そ
の
他
、
自
国
法
に
従
っ
て
、
傾
域
内
に
搬
入
可
能
な
こ
と

4
.
当
事
国
に
お
い
て
第
三
項
の
知
何
な
る
条
件
も
充
足
し
な
い
羽
合
、
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通
常
負
鑑
す
べ
き
関
税
・
そ
の
他
の
付
加
金
に
、
自
胃
法
に
て
規
定
し
た

そ
の
他
の
付
加
金
・
間
金
を
加
え
て
適
用
で
き
る
。

5
.
各
当
事
国
は
、
本
条
に
鏡
定
し
た
搬
入
さ
れ
た
商
品
の
迅
迎
な
級
出

を
規
定
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
採
択
・
維
持
す
る
。
可
能
な
限
度
内
の
手

続
き
に
お
い
て
、
鶴
品
の
一
時
入
国
を
行
う
当
事
国
の
国
民
・
居
住
者
に

伴
っ
て
、
そ
の
国
民
・
居
住
者
の
入
固
と
同
時
に
搬
出
す
る
よ
う
規
定
す

る。6
.
各
当
事
国
は
、
本
条
に
規
定
し
た
一
時
単
人
し
た
商
品
が
搬
入
、
週

間
港
以
外
の
経
路
を
過
し
て
輸
出
で
き
る
よ
う
野
容
す
る
。

7
.
各
当
事
国
は
、
本
条
に
規
定
し
た
搬
入
商
品
の
責
任
者
・
輸
入
者
、

そ
の
他
の
個
人
が
-
時
搬
入
の
目
的
で
、
一
定
の
期
間
、
並
び
に
適
法
な

延
長
期
間
以
内
に
商
品
を
破
幅
制
し
た
鉦
拠
を
愉
入
当
時
局
に
提
示
し
た
場

合
、
商
品
の
給
自
に
つ
い
て
責
任
を
規
定
し
な
い
。

8
.
第
日
傘
(
投
資

HZsagsc
並
び
に
第
一
二
軍
〈
図
境
問
の

サ
ー
ビ
ス
貿
易

u
O
2
8・回
o
E
R
↓g
e
z
m
o
z
w
g
)
を
そ
の
条
件

と
し
て
、

(

a

)

各
当
事
国
は
、
他
の
当
事
国
の
傾
域
か
ら
自
国
の
傾
域
に
制
限
入
さ

れ
た
国
際
運
送
用
コ
ン
テ
ナ
ー
を
、
経
済
的
・
迅
遮
な
出
発
の
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
、
自
国
の
合
理
的
な
経
路
を
用
意
し
て
放
出
で
き
る
よ
う
許

容
す
る

(
b
)
知
何
な
る
当
事
国
も
、
単
に
コ
ン
テ
ナ
ー
の
入
港
経
路
と
出
港
経

路
が
違
う
こ
と
を
盟
自
に
担
保
・
飼
金
・
付
加
金
を
求
め
る
こ
と
は
で
き

な
L

大
俗
民
固
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
聞
の
自
由
貿
易
協
定
(
一
〉
(
出
国
)

(
C
〉
如
何
な
る
当
事
国
も
自
国
の
領
綾
内
に
搬
入
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
ー

に
、
担
保
を
含
む
す
べ
て
の
義
務
解
除
な
ど
の
方
法
で
、
特
定
の
幽
港
経

路
を
条
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、

(
d
)
如
何
な
る
当
事
国
も
、
他
の
当
事
国
の
傾
悼
明
か
ら
自
国
の
傾
繊
に

搬
入
さ
せ
る
コ
ン
テ
ナ
ー
連
送
船
に
対
し
て
、
他
の
当
事
国
へ
搬
送
す
る

運
送
船
と
同
一
の
条
件
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

第
二
・
六
条
一
一
修
盟
、
又
は
改
造
後
に
再
微
入
さ
れ
る
商
品
白
0
0色
刷

見
守
回

a
g『
邑
〉

2
0『

ma回一『
O
『
〉

-
Z
E巴
O
E〕

1
.
如
何
な
る
当
事
国
も
、
自
国
の
傾
犠
に
お
い
て
、
一
旦
、
他
の
当
事

国
の
傾
峨
に
鈎
出
後
、
自
国
の

mm桟
に
湾
総
入
す
る
商
品
に
つ
い
て
は
、

そ
の
原
産
地
と
は
関
係
な
く
関
税
を
適
用
で
き
な
い
い

〈
a)
船
出
し
た
当
事
国
の
傾
峨
に
お
け
る
修
題
、
文
は
改
造
可
否
、
な

お、(
b
)
修
浬
、
文
は
改
造
に
よ
る
商
品
の
価
値
変
動

2
.
如
何
な
る
当
事
国
も
、
他
の
当
事
国
の
傾
域
か
ら
一
時
的
に
槌
入
さ

れ
た
商
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
産
地
と
関
係
な
〈
関
税
を
適
用
で
き
な

3
.
「
修
理
、
文
は
改
造
」
と
は
、
本
条
の
目
的
上
、
次
の
作
業
・
工
程

は
含
ま
な
い
い

(

a

)

商
品
の
本
質
的
な
特
性
の
磁
峻
、
新
し
く
商
業
的
に
相
違
な
性
質

の
商
品
の
製
造
、
な
お
、

ニ
七
九
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法
学
志
休

第
二
O
巻

情
期
四
号

(
b
)
未
完
成
商
品
か
ら
完
成
商
品
の
製
造

第
二
・
七
条
一
商
業
周
見
本
の
価
値
無
視
と
印
刷
広
告
物
の
無
関
税
綴
入

(
o
z
q・司
Hdm
開
三
弓
え
の
0
5
5聞
『

n
E
m白
5
1
8
0『
〈
包

z
m
g角

田

甲
Z
Z色
〉
弘
司
自
『
吾
吉
岡
玄
白
芯
ユ
己
目
)

各
当
事
国
は
、
他
の
当
事
図
の
傾
緩
か
ら
輸
入
す
る
商
業
周
見
本
と
印
刷

広
告
物
に
関
し
て
は
、
そ
の
原
産
地
に
関
係
な
く
無
関
税
鍛
入
を
鈴
容
す

る
。
し
か
し
、
各
々
当
事
国
は
、
以
下
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
一

(

a

)

商
業
周
の
見
本
が
他
の
当
事
圏
、
或
い
は
非
当
事
国
の
商
品
で
あ

る
燭
合
、
又
は
他
の
当
事
園
、
或
い
は
当
事
国
・
非
当
事
国
の
傾
械
か
ら

鑓
供
す
る
注
文
サ
ー
ビ
ス
勧
誘
の
目
的
で
の
輸
入

〈
b
)
一
部
を
超
過
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
単
位
で
輸
入
し
な
い
こ
と
、
広
告

物
の
包
装
物
が
そ
の
一
部
を
構
成
し
な
い
こ
と

セ
ク
シ
ョ
ン
D
a
8
2
0ロ
ロ
)
日
非
関
税
繍
世
(
Z
O
E

・4自
・
山
崎
『
昌
司
自
g『

g)

第
二
・
八
条
一
給
入
お
よ
び
輸
出
の
制
限

Q
S吉
三
回
邑
回
H
百
三
見
守

白
骨
ユ

n巴
O
回
目
)

1
.
本
協
定
に
お
い
て
別
度
規
定
し
た
弱
合
を
除
き
、
如
何
な
る
当
事
国

も
一
九
九
四
年
度
G
A
T
T協
定
の
第
一
一
条
並
び
に
注
釈
を
除
い
て
、

他
の
当
事
国
の
商
品
の
愉
入
、
或
い
は
他
の
当
事
国
の
傾
域
を
そ
の
目
的

二
八
O

地
と
す
る
商
品
の
鈎
出
・
販
売
に
如
何
な
る
禁
止
・
制
限
も
採
択
・
維
持

で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
目
的
で
一
九
九
四
年
度
G
A
T
T
第
一
一
条
並

円

5
)

ぴ
に
注
釈
は
必
要
な
変
更
を
加
え
て
本
協
定
の
一
部
と
す
る
。

2
.
両
一
当
事
国
は
、
第
一
条
に
記
縦
し
た
内
容
に
よ
っ
て
一
九
九
四
年
度

G
A
T
T条
約
上
の
櫛
利
、
並
び
に
義
務
が
そ
の
他
の
形
態
の
制
限
・
禁

止
す
る
全
て
の
状
況
に
お
い
て
、
当
事
国
は
以
下
の
採
択
・
維
持
を
祭
じ

"。。〈
自
)
栂
殺
・
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
関
税
命
令
、
姶
議
執
行
で
許
容
さ
れ
た
内

容
を
除
く
鎗
出
・
輸
入
の
価
額
要
件

(
b
)
履
行
要
件
の
充
足
を
条
件
と
す
る
鎗
入
許
可
、
な
お
、

〈
C
)

補
助
金
お
よ
び
相
殺
防
止
締
凶
に
関
す
る
協
定
第
一
八
条
、
並
び

に
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
協
定
第
八
条
第
一
明
に
よ
っ
て
版
行
さ
れ
る
一
九
九
四

年
度
G
A
T
T第
六
条
に
合
致
し
な
い
自
発
的
な
輸
出
制
限

3
.
第
一
項
、
並
び
に
第
二
項
に
関
し
て
は
附
腐
舎
2
A
に
規
定
措
置
に

閲
し
て
は
適
用
さ
れ
な
い
。

4
.
当
取
国
が
、
商
品
の
非
当
事
国
か
ら
愉
入
、
非
当
事
国
へ
の
給
出
に

閲
す
る
禁
止
・
制
限
措
置
を
採
択
・
維
持
す
る
場
合
、
本
協
定
の
如
何
な

る
規
定
も
当
事
固
に
以
下
の
よ
う
な
解
釈
を
行
わ
な
い
一

(

a

)

他
の
当
事
国
の
傾
緩
か
ら
、
非
当
事
国
の
商
品
の
紛
入
行
為
の
制

限
・
祭
止
、
な
お
、

(
b
)
当
事
国
の
商
品
を
他
の
当
事
国
の
傾
域
へ
総
出
す
る
こ
と
を
条
件

に
、
他
の
当
事
国
領
域
で
消
費
し
な
い
商
品
を
直
銭
的
・
間
接
的
に
非
当

事
国
へ
の
寄
付
紛
出
祭
止
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5
.
当
事
国
が
非
当
事
国
か
ら
の
商
品
輸
入
に
関
す
る
禁
止
・
制
限
を
採

択
・
維
持
す
る
場
合
、
両
当
事
国
は
、
相
手
当
事
固
か
ら
の
要
輔
が
あ
る

助
会
、
相
手
当
取
国
の
傾
繊
に
お
け
る
価
創
設
定
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

並
び
に
涜
通
体
制
に
閲
す
る
不
当
な
干
渉
・
歪
幽
の
回
避
に
つ
い
て
協
議

す
る
こ
と
と
す
る
。

6
.
如
伺
な
る
当
事
国
も
、
商
品
の
輸
入
へ
の
関
与
で
、
商
品
輸
入
を
条

件
に
相
手
当
事
国
の
個
人
ま
た
は
詮
人
に
自
国
領
域
内
の
流
通
業
者
と
の

契
約
、
並
び
に
そ
の
他
の
関
係
の
投
定
・
維
持
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

、。7
.
第
六
項
に
お
け
る
当
事
国
は
、
自
国
の
規
制
機
関
と
個
人
間
の
意
思

の
疎
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
目
的
で
代
理
人
の
指
定
要
求
を
禁
じ
な
い
。

8
.
第
六
項
の
目
的
上
の
流
通
業
者
言
明

E
E
F
O『
)
と
は
、
当
事
国

の
傾
緩
か
ら
相
手
当
市
中
国
の
商
品
に
関
す
る
商
業
的
流
通
、
代
理
、
鍛
与
、

文
は
代
表
を
担
当
す
る
当
事
国
に
お
け
る
個
人
ま
た
は
法
人
を
指
す
。

第
二
・
九
条
日
始
入
許
可
ロ
ヨ
唱
0
2
E
S
E
Z
m
)

1
.
知
何
な
る
当
事
国
も
儲
入
許
可
一
協
定
に
合
致
し
な
い
措
田
を
採
択
・

維
持
で
き
は
い
。

2
.
〈
a)
本
協
定
の
発
効
後
、
各
当
事
国
は
迅
述
に
既
存
の
自
国
の
柏

入
許
可
手
続
き
が
発
生
し
た
場
合
、
栂
手
当
時
国
に
通
告
す
る
。
こ
れ
ら

の
通
告
は
、

(
i
)
儲
入
時
可
協
定
の
第
五
条
に
明
示
し
た
情
報
を
含
む
。
な
お
、

(

H

U

)

愉
入
併
可
手
続
き
が
本
協
定
と
合
致
す
る
か
ど
う
か
と
は
無
関
係

大
柚
開
民
図
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
聞
の
自
由
貿
易
協
定
(
一
)
{
也
)

(
b
)
新
た
に
変
更
し
た
輸
入
手
続
き
の
適
用
前
に
、
当
事
国
は
新
し
い

手
続
き
の
変
更
事
項
を
政
府
公
式
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
文
は
官
報
に

公
表
す
る
。
新
し
い
手
続
き
の
変
更
事
項
に
閲
し
て
は
、
発
効
ニ

O
目
前

ま
で
に
可
能
な
限
り
適
や
か
に
公
袋
す
る
。

3
.
如
何
な
る
当
事
国
も
、
輸
入
許
可
手
続
き
に
閲
す
る
第
二
項
の
要
件

に
邸
拠
し
な
い
場
合
、
相
手
の
当
事
国
の
商
品
に
輸
入
許
可
を
適
用
で
き

L

、。
A
宮
内
・

1w

第
二
・
一

O
条
二
行
政
手
数
料
、
並
び
に
形
式
〈
〉
両
日
間
三
三
曲

F
S
E
S

向
山
田
市
田
静
岡
国
内
田
司

O
『

EP--己
申
回
)

1
.
各
々
当
事
国
は
、
一
九
九
四
年
度
G
A
T
T条
約
第
八
条
第
一
項
、

並
び
に
注
釈
に
紀
載
し
た
鈎
入
・
輸
出
、
並
び
に
こ
れ
に
関
巡
す
る
全
て

の
手
数
科
、
並
び
に
付
加
金
(
関
税
日
一
九
九
四
年
度
G
A
T
T条
約
第

三
条
第
二
項
と
合
致
し
適
用
す
る
国
内
税
、
並
び
に
囲
内
税
に
相
当
す
る

そ
の
他
の
付
加
金
、
強
ぴ
に
半
ダ
ン
ピ
ン
グ
〉
に
お
け
る
大
略
の
費
用
金

額
の
限
定
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
る
圏
内
商
品
の
間
接
的
な
保
箆
、
財
政
的

目
的
の
た
め
の
課
鋭
に
な
ら
な
い
よ
う
保
附
す
る
。

2
.
如
何
な
る
当
事
国
も
、
相
手
側
の
当
事
国
の
商
品
の
総
入
関
連
手
数

料
、
並
び
に
付
加
金
を
含
む
傾
事
取
引
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

3
.
各
々
当
事
国
は
、
輸
入
・
輸
出
と
関
連
し
て
自
国
が
付
加
す
る
手
数

料
・
付
加
金
の
現
行
目
録
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
遇
し
て
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
、
こ
れ
を
維
持
す
る
。

4
.
如
何
な
る
当
事
国
も
、
即
座
地
商
品
に
閲
す
る
物
品
取
級
手
数
科
を

二
八
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法
学
志
林

第
一
一

O
巻

期
四
号

採
択
・
維
持
で
き
な
い
。

第
二
・
一
一
条
一
輸
出
関
税
・
租
税
、
並
び
に
そ
の
他
の
付
加
金
(
回
目
・

唱

0
2
0
Z
F
5・
4
2
H
a
-。
『

O
F
F目
『

E曲
片
岡
市
田
)

如
何
な
る
当
事
国
も
、
圏
内
消
費
を
目
的
と
し
た
商
品
に
閲
し
て
、
関

税
・
租
税
、
並
び
に
付
加
金
を
篠
沢
・
維
持
し
な
い
限
り
、
相
手
側
の
当

事
国
の
傾
域
か
ら
の
商
品
輸
出
に
閲
し
て
関
税
・
組
税
、
強
び
に
そ
の
他

の
付
加
金
を
採
択
・
維
持
で
き
な
い
。

第
二
・
一
二
条
日
排
気
温
基

m
m税
白
ロ
包
宮
恩
師
同
旨
8
自
g
F
E
H・

8
)
 

1
.
大
勝
民
国
は
、

(

a

)

以
下
を
規
定
す
る
た
め
、
特
別
消
費
税
法
第
一
条
に
設
定
し
た
特

別
消
費
税
を
改
定
す
る
。

(
i
)
一
O
O
O
∞
以
下
の
排
気
量
を
有
す
る
車
両
に
は
課
税
を
行
わ
な

い
。
一

O
O
一
∞
か
ら
ニ

O
O
O
mの
聞
の
排
気
盛
を
有
す
る
車
両
に
は

【

6
V

五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
単
一
の
割
合
で
課
税
し
、
ニ

O
O
O
mを
超
過

す
る
排
気
量
を
有
す
る
車
両
に
関
し
て
は
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
単
一

比
率
で
課
税
す
る
。
な
お
、

(
益
)
本
協
定
の
発
効
目
か
ら
三
年
以
内
に
、
一

O
O
O
∞
を
趨
過
す
る

排
気
盛
を
有
す
る
車
両
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
単
一
比
率
で
疎
税
す

え
v

。
(
b
)
次
の
内
容
を
規
定
す
る
た
め
に
、
地
方
税
法
第
一
九
六
条
の
五
の

二
八
二

自
動
車
税
関
迎
項
目
を
改
定
す
る
。
一

O
O
O
∞
以
下
の
排
気
温
を
有
す

る
車
両
の
場
合
一
∞
あ
た
り
八

O
鰍
国
ウ
ォ
ン
以
下
の
単
一
比
市
中
で
疎
税

し、

-
O
O
一
∞
か
ら
一
六

O
O
mの
聞
の
排
気
量
を
有
す
る
車
両
の
場

合
は

-
m
あ
た
り
一
回

O
隣
国
ウ
ォ
ン
以
下
の
単
一
比
率
で
疎
税
す
る
。

=ハO
O
∞
を
超
過
す
る
排
気
量
を
有
す
る
車
両
は
一
∞
あ
た
り
ニ

0
0

隣
国
ウ
ォ
ン
以
下
の
単
一
比
市
中
で
疎
税
す
る
。
な
お
、

〔

C
〉
車
姐
聞
に
お
け
る
既
存
の
公
債
仕
入
市
中
の
器
具
を
鉱
大
す
る
た
め
、

自
国
の
都
市
鉄
道
公
債
宙
Z
V唱

a
F
E乙
、
強
ぴ
に
地
域
開
発
公
債

〔
れ
}

(
同
市
町
山
O
S
白-ロ白
4
国

T
M司

g
g
H
M凶

O
E
m
)

に
つ
い
て
は
修
正
で
き
な
い
。

2
.
大
総
民
国
は
ニ

O
O
O
mを
超
過
す
る
排
気
量
を
有
す
る
車
両
に
対

し
て
、
第
一
項
A
2
に
規
定
し
た
税
市
中
の
引
き
下
げ
を
三
年
間
均
等
に
実

施
す
る
。
本
協
定
の
発
効
回
以
降
に
行
わ
れ
る
各
年
度
別
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て
は
、
該
当
す
る
年
度
の
一
月
一
日
か
ら
効
力
が
発
生
す
る
。

3
.
大
純
民
国
は
、
各
市
串
積
聞
に
お
け
る
後
市
中
の
差
異
を
拡
大
す
る
た
め
、

車
両
排
気
盈
に
基
礎
を
お
く
新
し
い
租
鋭
を
採
択
し
、
租
税
の
修
正
は
行

わ
な
い
。

4
.
両
当
取
国
は
、
大
総
民
間
国
内
の
消
費
者
が
新
取
を
悶
買
す
る
と
岡

【

B
}

時
に
都
市
鉄
道
公
債
、
並
び
に
地
域
開
発
公
債
の
約
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
の

払
い
戻
し
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
大
将
民
国
側
は
、
払

い
戻
し
方
法
に
閲
す
る
情
報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
開
の
保
証
を
含

む
払
い
戻
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
大
衆
の
紹
曲
酬
を
地
巡
す
る
た
め
必
要

な
措
艦
を
鱗
じ
る
。
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セ
ク
シ
ョ
ン

E
a
g丘
四
】
冨
閏
)
一
そ
の
他
の
繍
置

(
O吾
号
室
宮
崎
匡
諸
国
)

第
二
・
一
=
奈
川
特
鹿
品

8
5吉
nHFspasg)

1
.
大
徳
民
国
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
テ
ネ
シ
ー
州
に
限
っ
て
生
産
が

許
容
さ
れ
て
い
る
パ

l
ポ
ン
・
ウ
イ
ス
キ
ー
に
閲
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
特
産
品
と
し
て
昭
め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
将
民
国
は
、
テ
ネ
シ

ー
州
の
パ

1
ポ
ン
・
ウ
イ
ス
キ
ー
製
造
規
仰
を
基
盤
と
す
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
法
体
規
定
に
従
っ
て
製
造
し
て
な
い
場
合
、
如
何
江
る
製
品
も
パ

l
ポ
ン
・
ウ
イ
ス
キ
ー
、
又
は
テ
ネ
シ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
と
し
て
の
販
売
は

許
容
し
な
い
。

2
.
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
大
隊
民
国
の
安
東
(
ア
ン
ド
ン
)
並
び
に
慶

州
(
キ
E

ン
ジ
エ
に
限
っ
て
生
産
が
併
容
さ
れ
て
い
る
安
東
(
ア
ン
ド

ン
)
焼
酎
、
強
び
に
鹿
州
(
キ
ヨ
ン
ジ
ユ
)
法
酒
を
大
純
民
国
の
特
産
ロ
聞

と
し
て
認
め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
大
斡
民
国
の

安
東
〈
ア
ン
ド
ン
)
焼
酎
、
並
び
に
慶
州
(
キ
ヨ
ン
ジ
ユ
)
法
酒
の
製
造

規
律
を
基
盤
と
す
る
大
腸
民
国
の
法
律
規
定
に
従
っ
て
製
造
し
て
な
い
場

合
、
如
何
な
る
製
品
も
安
東
(
ア
ン
ド
ン
〉
焼
酎
、
文
は
鹿
州
(
キ
自
ン

ジ
ユ
)
法
酒
と
し
て
の
販
売
は
許
容
し
な
い
。

3
.
各
々
の
当
事
国
は
、
こ
れ
ら
製
品
の
製
造
に
関
連
す
る
自
国
の
法
稼

規
定
に
つ
い
て
本
協
定
の
発
効
以
降
に
速
や
か
に
相
手
側
の
当
事
国
に
通

告
す
る
。
ま
た
、
自
国
に
お
け
る
閑
迎
法
規
定
の
修
正
が
あ
っ
た
羽
合
、

相
手
側
の
当
事
国
に
通
告
す
る
。

大
腸
民
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
聞
の
自
由
貿
易
協
定
{
一
)
(
也
)

4
.
本
条
の
如
何
な
る
規
定
も
商
標
・
地
理
的
表
示
に
関
す
る
権
利
の
創

設
・
付
与
と
し
て
解
釈
し
な
い
。

セ
ク
シ
ョ
ン
F
a
8
2
0
2
3
υ
制
度
規
定

2
5
2再
三
宮
田
包
同

M
8
4
E
S
S

第
二
・
一
四
条
日
商
品
貿
易
委
員
会
合

o
s
E
S
S
E
-邑
三
ロ

。00品
帥
)

1
.
両
当
事
国
は
各
々
当
事
国
の
代
表
で
綿
成
す
る
商
品
貿
易
委
員
会
を

設
置
す
る
。

2
.
本
委
員
会
は
、
あ
る
片
方
の
当
事
園
、
又
は
共
同
餐
員
会
の
要
請
が

あ
っ
た
場
合
、
本
意
・
第
六
常
宿
三

g
o『

O
ユ
岡
山
田
国
E

O
ユ岡山担

問

M
g
g
E『
g)、
並
び
に
第
七
混
合
E
S
E帥
〉
島
岡
田
町
田
町
H
E巴
ggι

↓E
向
山
由
司
回
目
三
宮
巴
O
己
に
お
い
て
発
生
す
る
事
案
に
つ
い
て
省
議
す
る
。

3
.
以
下
を
委
員
会
の
機
能
と
す
る

〈
a)
本
協
定
上
、
適
切
と
さ
れ
る
関
税
徹
廃
の
加
速
化
、
並
び
に
こ
れ

ら
事
案
に
つ
い
て
協
議
を
経
る
こ
と
を
含
め
て
、
両
当
事
国
聞
に
お
け
る

商
品
貿
易
を
地
巡
す
る
。
な
お
、

(
b
)
両
当
事
国
聞
に
お
け
る
商
品
貿
易
に
閲
し
て
、
関
税
・
非
関
税
の

墜
を
調
整
し
、
適
切
な
場
合
共
同
委
員
会
の
検
討
を
遜
し
て
関
連
事
案
を

共
同
委
員
会
に
付
託
す
る
。

4
.
ま
た
、
本
餐
民
会
は
、

〔

a〉
商
品
名
、
並
び
に
肥
号
体
系
の
統
-
分
頬
と
関
越
し
た
事
案
に
お

ニ
八
三



Ｈｏｓｅｉ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｒｅｐｏｓｉｔｏｒｙ

法
学
窓
休

第
一
一

O
巻

第
四
号

い
て
、
両
当
事
国
間
で
発
生
す
る
差
異
に
閲
し
て
治
議
し
、
こ
れ
を
解
決

の
た
め
努
力
す
る
。

〈
b
)
本
協
定
上
の
各
々
当
事
国
の
義
務
が
変
更
し
な
い
よ
う
保
障
す
る

た
め
に
、
ニ

O
O七
年
度
版
の
統
一
商
品
名
・
記
号
体
系
、
並
び
に
改
訂

版
と
し
て
の
転
換
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
次
の
事
項
聞
に
お
け
る
衝
突

の
解
決
の
た
め
協
議
す
る
。

-
E
)

ニ
O
O七
年
度
版
の
統
一
商
品
名
・
阻
号
体
系
、
並
び
に
改
訂
版
の

附
属
$
2
1
B、
な
お
、

HU)
附
属
舎
2
E
B
、
並
び
に
国
家
商
品
分
類
体
系

(
S
F
E
E
-
H
H
0
・

5gn-阻宮『
g)、
な
お
、

(

C

)

商
ロ
聞
の
迅
越
な
鑓
出
手
続
き
に
お
け
る
危
険
管
理
〈
『

2
r
S
E
E
-

田岡市
g
g
C
関
連
事
案
を
含
め
て
、
第
七
・
ニ
条
(
商
品
の
級
出
一

mm・

-
申
富
士
】
『
。
0
0
骨
)
並
び
に
第
七
・
五
条
(
協
力
二
υ
0
0
宮
E
R
o
己

に

お
い
て
発
生
す
る
事
案
に
つ
い
て
鎗
議
す
る
c

本
委
員
会
は
、
本
校
の
業
務
に
つ
い
て
委
員
会
を
支
援
す
る
た
め
関
税
事

案
に
対
し
て
小
番
員
会
を
紹
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

セ
ク
シ
ョ
ン

G
B
8
2
0ロ
の
)
日
定
義
(
ロ
色
町

2
5
0
5
)

第
二
・
一
五
条
一
定
義

(
U由民田町三
O
ロ白)

」
の
寧
の
目
的
上
、

ニ
八
四

反
ダ
ン
ピ
ン
グ
協
定
(
〉
ロ
〉
匂
g
g
gむ
と
は
、
世
界
貿
易
機
関
協

定
に
お
け
る
問
属
都
I
A
に
含
ま
れ
た
一
九
九
四
年
度
関
税
・
貿
易
一
般

協
定
第
六
条
の
履
行
に
閲
す
る
協
定
を
指
す
。

広
告
用
フ
ィ
ル
ム
、
並
び
に
記
録
物
〔
包

S
ユE
E
m
E
S回目ロ品
2
・

g
a
z何
回
)
と
は
、
映
像
記
録
媒
体
・
音
響
資
料
、
本
質
的
に
映
像
・
音

留
で
仰
成
さ
れ
、
当
郁
固
の
傾
峨
に
股
立
し
居
住
す
る
個
人
ま
た
は
法
人

に
よ
っ
て
販
売
・
貸
与
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
商
品
を
指
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
資
料
は
将
来
の
顧
客
を
対
象
と
す
る
試
繍
周
と
し
て
は

適
合
す
る
が
、
一
般
大
衆
へ
の
放
送
周
と
し
て
は
適
合
し
な
い
種
類
の
物

品
を
指
す
。

小
額
商
品
見
本

(
8
5
8
0『
n
E
S
S
E
g
o『
宮
町
民
同

F
E
e
s
-
Z
E〉
と

は
、
個
別
的
に
は
一
時
的
鍛
入
を
規
制
す
る
当
事
国
の
法
鰍
規
定
で
明
示

し
た
金
額
を
趨
過
し
江
い
見
本
、
並
び
に
見
本
表
示
・
穴
や
切
断
が
施
さ

れ
、
見
本
以
外
の
用
途
で
は
利
用
で
き
な
い
物
品
を
絡
す
e

領
事
取
引

(SEE-師
三
『

g窓口伸一
O
B
凹
)
と
は
、
当
事
国
の
商
品
を
姶

出
す
る
附
に
、
商
業
用
の
送
り
状
、
原
産
地
征
明
、
総
貸
目
録
、
輸
出
申

告
状
、
並
鎗
入
に
閲
す
る
通
関
書
類
と
し
て
の
領
事
送
り
状
等
の
書
類
を

相
手
側
の
当
事
国
へ
事
前
に
提
出
す
る
、
と
の
要
件
を
指
す
。
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消
費

(
n
g
g
g
o
)
と
は
、
以
下
を
指
す

u

a)
実
践
の
消
鈍
行
為
、
な
お

b
)
商
品
の
付
加
価
値
的
な
加
工
・
製
造
に
よ
る
商
品
の
価
値
・
形
態
・

用
途
の
実
質
的
変
化

無
関
税
(
島
民
許
可
'
P
S
)
と
は
、
関
税
が
な
い
こ
と
を
指
す
。

展
示
・
試
繊
の
た
め
の
商
品
〈

moo含

Z
Z
E
E
F『
内
出
品
-
白
河

O
『

含
5
0
2
帥
FEH目
。
己
と
は
、
椀
成
部
品
・
補
助
器
具
、
並
び
に
附
腕
物
を

含
む
総
体
を
指
す
。

一
時
的
に
鍛
入
し
た
ス
ポ
ー
ツ
周
商
品
〔
moo仏

国

吉

z
z
a
F『
8
R
Z

U
E
召

gm)
と
は
、
当
取
国
の
傾
峨
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
続
技
・
拭

リ
削
・
訓
練
に
使
用
す
る
た
め
知
人
し
た
ス
ポ
ー
ツ

m品
を
指
す
。

輸
入
許
可
〔
吉
宮
ユ

2
8
5
Zも
と
は
、
鈴
入
当
事
国
の
領
域
に
輸
入

を
行
う
た
め
の
事
前
条
件
と
し
て
、
中
綿
櫛
、
並
び
に
そ
の
他
の
稽
媛

(
通
関
目
的
で
一
般
的
に
要
求
さ
れ
る
以
外
の
も
の

υ
0
5
0
z
r
S
F
F
E

m
g
o
s
=
u二
四
宮
町
a
z『
g
田
E
g帥色
S
R
g
g
吉
『
吉
田
申
帥
)
を
閑
迎

行
政
機
関
に
提
出
す
る
行
政
手
続
き
上
の
行
為
を
指
す
。

岡
知
汀
要
件
(
宮
「
『
O
『
B
E
g
S
S
E
-
z
s
E
C
と
は
、
以
下
の
要
件
を
指

す。

大
儒
民
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
聞
の
自
由
貿
易
協
定
(
一
)
{
腿
)

(

a

)

一
定
の
水
準
・
比
皐
を
有
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
輸
出
さ
れ
る

こ
ん
』

(
b
)
閲
税
免
除
、
文
は
輸
入
祢
可
を
付
与
す
る
当
事
国
の
国
内
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
が
鈎
入
商
品
を
代
替
す
る
こ
と

(

C

)

関
税
免
除
、
又
は
輸
入
許
可
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
個
人
お
よ
び

法
人
は
、
関
税
免
除
、
並
び
に
紛
入
許
可
を
付
与
す
る
当
事
国
の
領
域
か

ら
他
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
腕
慨
し
、
国
内
で
生
座
し
た
闘
機
を
付
与
す

唱。.」ル』

〈d
)
関
税
免
除
、
文
は
輸
入
許
可
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
倒
人
お
よ
び

法
人
は
、
関
税
免
除
、
並
び
に
愉
入
許
可
を
付
与
す
る
当
事
国
の
綴
緩
か

ら
一
定
の
水
単
・
比
率
を
有
す
る
国
内
材
料
で
の
商
品
生
産
、
サ
ー
ビ
ス

縫
供
を
行
う
こ
と
。
な
お
、

(
e〉
輸
入
の
物
館
、
又
は
金
額
は
、
輸
出
の
物
館
・
金
額
、
並
び
に
外

国
為
瞥
の
レ
l
ト
と
如
何
な
る
方
式
で
も
迎
柚
附
す
る
こ
と

し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
要
件
は
含
ま
ら
な
い
。

(

E

)

輸
入
以
降
の
鮪
出

(f)
納
入
以
降
の
鈎
出
後
、
他
の
商
品
の
生
産
材
料
と
し
て
の
使
間

(g)
輸
入
以
降
の
愉
出
後
、
他
の
商
品
の
虫
歯
材
料
と
し
て
の
使
用
、

並
び
に
同
一
・
頬
似
な
商
品
へ
の
代
笛

(
h
)
輸
入
以
降
の
鎗
出
に
よ
る
同
一
・
綴
似
な
商
品
へ
の
代
替

印
刷
広
告
物
{
弓

Z
Z色白色
S
E
Z
Z
m
g白同市ユロ
-m)
と
は
、
無
料
で
樋

供
す
る
欝
続
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
・
カ
タ
ロ
グ
・
業
傾
別
の
川
中
体

二
八
五
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法
学
窓
枠
骨

勝
一
一

oa-
第
四
号

が
発
効
し
た
年
鑑
・
観
光
振
興
資
料
・
ポ
ス
タ
ー
を
含
む
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
営
業
・
宣
伝
・
広
告
に
使
用
す
る
も
の
と
し
て
、
商
品
名
の
統
一
記

号
体
系

2
R
s
s
w
a
m苫
Z
ヨ
)
第
四
九
額
で
分
類
し
た
物
ロ
聞
を
指

す。補
助
金
、
並
び
に
相
殺
防
止
措
田
に
関
す
る
協
定

(moz
〉

q
s・

5
g
C
と
は
、
世
界
貿
易
機
抑
協
定
の
附
属
部
l
l
A
に
お
け
る
繍
助
金
、

並
び
に
栂
殺
防
止
措
阻
に
閲
す
る
協
定
を
指
す
。

第
3
寧
(
の
宮
司
件
。
『

JE20)

農
業
主
喝
山

g宮
g
g
)

第
三
・
一
条
い
適
用
範
囲

S
8宮

g
品。o
g
g
m
E

1
.
こ
の
章
は
、
農
産
物
貿
易
に
閲
す
る
当
事
国
が
採
択
・
維
持
す
る
惜

A
B
V
 

置
に
適
用
す
る
。

2
.
こ
れ
に
加
え
て
、
第
三
・
ニ
条
に
お
い
て
は
、
該
当
商
品
が
段
産
物

か
ど
う
か
に
関
係
な
く
附
属
書
2
B
(関
税
撤
廃
一

4
白
ユ
ロ
巴

g
z
p

so己
の
当
事
国
の
践
許
裂
に
お
け
る
付
録
2
E
B
'
l
に
含
ま
れ
た
全
て

の
商
品
に
閲
し
て
適
悶
す
る
。

第
三
・
ニ
条
一
関
税
事
割
合
の
迎
営
・
周
行
(
〉
仏
国
国
宮
町
雪
国
伸
一
O
ロ白

E

-sZ申自由ロ
g
E
O
E
O
『、『白江町『・周回
FonuzoF白血)

1
.
各
々
の
当
事
国
は
、
附
属
省
2
1
B
(関
税
撤
廃

H
4白
『
民
望
ヨ
ナ

ロ
g-S)
の
自
国
の
銭
許
表
に
お
け
る
附
録
2
I
B
-
-
に
来
て
下
関
税

ニ
八
六

率
割
当
の
注
釈
を
含
む
一
九
九
四
年
度
G
A
T
T第
=
ニ
条
、
並
び
に
輸

入
昨
可
協
定
に
益
づ
い
て
履
行
・
運
営
す
る
。

2
.
各
々
の
当
事
国
は
以
下
を
保
障
す
る
。

(

a

)

自
国
の
関
税
寧
割
当
を
運
営
す
る
た
め
の
手
続
き
は
、
透
明
的
・

公
開
的
・
麹
切
的
・
非
差
別
的
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
市
場
の

条
件
を
十
分
に
反
映
し
、
貿
易
に
対
し
て
最
小
限
化
し
、
綾
終
使
用
者
の

晴
好
を
反
映
す
る
。

〈

b
〉
輸
入
当
事
国
の
法
的
・
行
政
的
要
件
を
充
足
す
る
当
取
国
に
お
け

る
如
何
な
る
個
人
お
よ
び
楼
人
も
関
税
率
割
当
に
基
づ
い
て
ク
ォ

l
タ
配

分
市
紛
の
資
格
を
有
す
る
。
雨
当
事
国
が
別
度
合
意
し
は
い
限
り
、
如
何

な
る
加
工
業
者
、
小
売
業
者
、
食
裳
、
サ
ー
ビ
ス
流
通
業
者
や
機
関
、
ま

た
そ
の
他
の
個
人
お
よ
び
法
人
も
ク
ォ

1
9
配
分
申
輸
の
資
絡
を
有
す
る
。

タ
ォ

l
タ
配
分
申
前
関
辿
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
付
加
す
る
加
何
な
る
手

数
科
も
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
際
費
用
と
し
て
制
限
す
る
。

(

C

)

附
鴎
密
2
'
B
の
誠
併
表
に
お
け
る
附
録
2
I
B
-
-
に
明
示
し
た
場

合
を
除
い
て
、
当
事
国
は
ク
ォ

I
タ
に
お
け
る
如
何
な
る
部
分
も
生
産
者

団
体
へ
の
配
弐
ク
ォ

1
タ
配
分
を
条
件
と
す
る
国
産
品
問
賀
、
並
び
に

加
工
業
者
の
指
定
を
行
わ
な
い
。
な
お
、

(
d〉
当
事
国
は
商
業
的
に
実
行
可
能
な
積
貨
量
と
し
て
、
可
能
な
限
り

納
入
者
が
嬰
締
す
る
股
大
鑑
の
ク
ォ

l
タ
を
配
分
す
る
。
自
国
の
扱
時
袋

の
附
腐
容
2
1
B
に
お
け
る
附
録
2
1
B
l
l
の
各
関
税
率
割
当
規
定
、
並

び
に
適
用
可
能
と
規
定
し
た
崎
合
を
除
い
て
、
各
々
の
ク
ォ

l
タ
配
分
は

到
底
の
関
税
率
割
当
の
適
用
対
象
と
な
る
品
目
、
並
び
に
品
目
の
明
細
・
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等
級
に
関
係
な
く
有
効
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
意
図
さ
れ
た
最
終
周
途
、
並

び
に
包
装
の
大
き
さ
を
条
件
と
し
な
い
。

3
.
各
々
の
当
事
国
は
、
自
国
の
関
税
率
割
当
の
運
営
を
担
当
す
る
機
闘

を
明
艇
に
す
る
。

4
.
各
々
当
事
国
は
輸
入
者
聞
の
ク
ォ

l
タ
を
十
分
許
容
す
る
主
民
で
、

自
国
に
お
け
る
関
税
市
中
割
当
の
速
営
の
た
め
必
要
な
努
力
を
す
る
。

5
.
知
何
な
る
当
事
国
も
関
税
寧
割
当
上
の
ク
ォ

1
タ
配
分
申
硝
・
利
用

を
め
ぐ
る
商
品
の
再
鎗
出
を
条
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

6
.
あ
る
片
方
の
当
事
国
の
笹
田
嬰
締
が
あ
る
場
合
、
両
当
期
国
は
当
事

国
聞
に
お
け
る
関
税
串
割
当
の
迎
営
に
閲
す
る
協
議
を
行
う
。

7
.
附
属
曾
2
E
B
の
自
国
の
譲
許
表
に
お
け
る
附
録
2
I
B
-
-
に
別
度

規
定
し
た
場
合
を
除
い
て
、
各
々
の
当
事
国
は
、
そ
の
附
録
に
投
定
し
た

全
体
制
当
量
を
一
年
次
に
お
い
て
本
協
定
発
効
目
か
ら
以
降
の
各
年
度
の

最
初
営
業
日
を
始
め
と
し
て
ク
ォ

1
タ
取
締
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
各
年
度
に
働
け
て
輸
入
当
事
国
の
運
営
当
局
は
、
各
関
税
率
割
当
の

利
周
期
中
と
践
余
利
用
可
能
物
鼠
を
適
切
な
時
期
に
適
切
な
方
式
で
公
開
的

に
利
用
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
公
附
設
す
る
。

第
三
・
コ
一
条
口
良
薬
緊
急
輸
入
制
限
措
置
(
〉
匂
オ
己
E
B
m田
町
田
空
白

E

z
g
z
E
)
 

1
.
第
二
・
=
菜
(
関
税
倣
斑

h
g
g
z
E
o
n
え
の

g
g
S
U
E
S〉

の
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
当
事
国
は
、
あ
る
年
度
に
お
け
る
農
業
商
品
の
総

輸
入
物
量
が
附
属
曾
3
1
A
に
お
け
る
自
国
の
穣
許
表
に
規
定
し
た
通
り

大
総
民
固
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
聞
の
自
由
貿
易
協
定
〈
一
}
〔
銀
}

の
発
動
水
都
(
玄
関
ma
こ
2
0
0
を
超
過
す
る
濁
合
、
第
二
項
、
並
び
に

第
八
項
に
合
致
す
る
附
属
脅
3

A
に
お
け
る
当
事
国
の
線
静
表
に
紀
織
し

た
原
産
地
農
産
物
に
関
し
て
、
よ
り
商
い
紛
入
関
税
措
院
を
適
用
で
き
る
0

2
.
第
一
項
に
お
け
る
開
設
と
は
、
理
'
灯
の
最
恵
国
に
お
い
て
の
実
行
関

税
車
、
並
び
に
こ
の
協
定
の
発
効
自
の
直
前
回
に
有
効
な
最
恵
国
に
お
い

て
の
実
行
関
税
感
、
議
び
に
附
属
曾
3
1
A
に
お
け
る
当
事
国
の
限
時
袋

に
規
定
し
た
母
低
関
税
率
を
超
過
し
な
い
。

3
.
第
一
項
に
お
け
る
各
々
当
事
国
へ
の
適
用
関
税
は
、
附
践
書

s'A

の
自
国
の
線
昨
裂
に
根
拠
し
て
決
定
す
る
。

4
.
如
何
な
る
当
事
国
も
、
本
条
に
記
載
し
た
農
業
緊
急
輸
入
制
限
措
臨

を
適
用
・
維
持
し
な
が
ら
、
以
下
の
内
容
を
同
一
商
品
に
関
し
て
同
時
に

適
用
・
維
持
で
き
な
い
。

(

a

)

第
一

O
翠
〈
貿
易
救
爵

H4.E念
宮

s
a
E
)
上
の
緊
急
鮪
入
制

限
締
目
、
な
お
、

(
b〉
一
九
九
四
年
度
G
A
T
T条
約
第
一
九
条
、
並
び
に
緊
急
鎗
入
制

限
公
宮

ω丘
町
閃

g
E〉
雪
8
5
2乙
に
関
す
る
協
定
上
の
措
置

5
.
当
事
国
は
、
会
て
の
農
業
緊
急
輸
入
制
限
術
置
を
滋
明
な
方
式
で
履

行
す
る
。
民
衆
緊
急
愉
入
制
限
措
位
を
付
加
し
た
時
点
か
ら
六

O
目
以
内

に
措
置
を
適
用
す
る
当
事
国
は
相
手
側
の
当
事
固
に
脅
面
で
通
告
す
る
。

ま
た
、
こ
の
措
慨
に
関
す
る
適
切
な
資
料
を
相
手
側
の
当
事
国
へ
槌
供
す

る
。
鈎
幽
当
事
国
の
書
面
嬰
請
が
あ
っ
た
筋
合
、
両
当
事
国
は
こ
の
倫
磁

の
適
用
に
閲
し
て
協
織
す
る
。

6
.
共
同
委
員
会
、
並
び
に
第
三
・
四
条
を
根
拠
と
し
て
設
置
さ
れ
た
箆

ニ
八
七
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法
学
窓
休

m
=
o品

官

錦
閤
且
守

産
物
貿
易
委
員
会
は
、
本
条
の
履
行
と
運
用
を
検
討
・
詮
議
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

7
.
以
下
の
楊
合
、
如
何
な
る
当
事
国
の
原
産
地
農
産
物
に
対
し
て
も
緊

急
舗
入
制
限
締
留
を
適
用
・
維
持
で
き
な
い
。

(

a

)

附
属
笹
3
t
A
の
当
事
国
製
許
袋
に
お
け
る
農
業
緊
急
輸
入
制
限
借

置
規
定
に
明
示
し
た
期
限
が
満
了
し
た
甥
合
、
な
お
、

(
b〉
本
給
置
が
附
属
脅
2
I
B
の
当
事
回
線
昨
表
に
お
け
る
附
録
2
I
B
-

-
に
規
定
し
た
関
税
市
中
剖
当
の
適
用
対
象
と
な
る
商
品
に
閉
し
て
ク
ォ

1

9
内
関
税
を
引
き
上
げ
た
場
合

8
.
あ
る
片
方
の
当
事
国
に
お
け
る
原
産
地
農
産
物
は
、
農
業
に
閲
す
る

協
定
に
根
拠
し
て
行
わ
れ
る
全
て
の
良
策
緊
急
給
入
制
限
指
阻
に
関
し
て
、

如
何
な
る
関
税
の
適
用
対
象
と
し
て
も
該
当
し
な
い
。

第
三
・
四
条
一
段
産
物
貿
易
委
員
会
合

o
S
E
R
g
g
〉
伺
ユ

E
-
E
E一

↓
『
白

ι目
)

1
.
本
協
定
の
発
効
か
ら
九

O
日
以
内
に
、
両
当
事
国
は
各
々
当
事
国
代

表
で
締
成
す
る
農
産
物
貿
易
委
員
会
を
設
置
す
る
。

2
.
蚕
員
会
は
、
以
下
を
行
う
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
提
供
す
る
。

(
a〉
本
章
の
履
行
・
運
営
の
実
態
に
関
し
て
点
検
し
、
こ
れ
に
閲
す
る

協
力
を
増
進
す
る
こ
と

(
b〉
本
協
定
に
根
拠
し
て
設
置
さ
れ
た
他
の
委
員
会
、
小
委
員
会
、
実

行
部
、
並
び
に
そ
の
他
の
機
関
と
調
墜
を
行
っ
て
、
本
意
と
の
関
連
事
案

に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
、
な
お
、

a-・、、・‘、
・・・
'a'

〔

C
)

共
同
委
員
会
が
付
与
す
る
全
て
の
追
加
業
務
を
実
行
す
る
こ
と

3
.
両
当
事
国
が
別
度
協
議
し
な
い
限
り
、
餐
員
会
は
、
最
低
で
も
毎
年

一
回
会
合
を
行
う
、
餐
員
会
に
お
け
る
会
議
は
、
本
会
携
を
主
催
す
る
当

事
国
の
代
表
が
主
仰
す
る
。

第
三
・
五
条
一
定
義

8
0
2
ロ
互
角
凶
器
〉

本
章
の
目
的
上
、

印
刷
業
に
閲
す
る
協
定
(
〉
匂
オ
三

Z
B
〉
司

g
g
g乙
と
は
、
世
界
貿

易
織
構
協
定
の
附
属
曾
1
1
A
に
記
載
し
た
農
業
に
閲
す
る
協
定
を
指
す
。

な
お
、

農
産
物
〈
回
開
『

E--E志
向
。
。
品
目
)
と
は
、
農
業
に
関
す
る
協
定
第
二
条

に
記
載
し
た
商
品
を
指
す
。

(
つ
づ
く
)

(
1
)

「
関
税
』
に
は
、
大
仰
民
国
関
税
法
第
六
九
条
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ

る
調
墜
関
税
が
含
ま
れ
る
。

〈2
)

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
軍
事
分
界
線
の
以
北
地
核
に
住
所
を
置
く
人
々

は
こ
の
協
定
上
の
継
利
を
有
し
な
い
。

(
3
}

所
有
、
或
い
は
所
有
持
ち
分
を
過
し
た
支
配
と
は
、
直
後
的
、
球
い

は
関
経
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

〔

4
)
『
貿
易
関
迎
の
知
的
財
産
他
に
関
す
る
協
定
」
と
は
、
世
界
貿
易
機

機
抽
固
定
に
も
と
づ
い
て
世
界
貿
易
機
開
会
員
閣
の
聞
で
結
ん
だ
協
定
で
あ
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る
。
貿
易
関
迎
の
知
的
財
笛
榔
に
関
す
る
協
定
に
お
け
る
全
て
の
項
目
は
、

両
当
事
国
聞
に
発
効
中
の
協
定
の
中
に
含
ま
れ
る
。

(
5
)

第
一
項
は
、
と
く
に
再
製
造
商
品
の
舗
入
に
対
す
る
禁
止
・
制
限
に

適
用
す
る
。

(
6
)

〈
a)
項
目
で
記
殺
し
た
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
特
別
消
費
税
法
〈
的
苦
-

a色
。
。
目
白

z
g司
F
E
=

↓E
H

〉
忠
)
に
お
い
て
決
定
し
た
車
両
価
帥
酷
で
あ

る。
(
7
)

郎
市
鉄
道
公
債
は
、
侃
市
鉄
巡
法
第
一
三
条

m-羽
ニ
号
・
同
条
第

二
項
、
並
び
に
都
市
鉄
道
法
施
行
令
第
-
二
条
第
一
項
に
も
と
づ
い
て
投

位
す
る
。
街
山
(
ウ
ル
サ
ン
)
広
織
市
の
地
境
開
発
基
金
条
例
第
六
条
、

京
路
道
(
キ
ヨ
ン
ギ
ド
}
地
域
開
発
議
金
役
箇
条
例
第
七
条
、
慶
尚
南
道

(
キ
包
ン
サ
ン
ナ
ム
ド
〉
地
峨
開
発
基
金
投
限
条
例
第
五
条
、
刷
出
尚
北
道

(
キ
ヨ
ン
サ
ン
プ
タ
ド
)
地
続
開
発
慈
金
設
置
条
例
第
五
条
、
金
施
北
道

(
チ
ヨ
ル
ラ
プ
ヲ
ド
)
地
波
開
発
基
金
設
置
条
例
第
六
条
、
金
雄
街
道

(
チ
ョ
ル
ラ
ナ
ム
ド
)
地
峨
開
発
益
金
設
置
条
例
、
並
び
に
運
営
条
例
第

七
条
、
忠
清
北
道
〈
チ
旦
ン
チ
詞
ン
ブ
ク
ド
)
地
線
開
発
基
金
設
飽
条
例

第
七
条
、
忠
油
川
南
道
(
チ
品
ン
チ
ョ
ン
ナ
ム
ド
)
地
峨
開
発
基
金
設
置
条

例
第
五
条
、
江
原
道
(
カ
ン
ウ
ォ
ン
ド
〉
地
峨
開
発
基
金
投
蹴
条
例
第
五

条
、
済
制
島
【
チ

f
y
a
ド
】
地
峨
開
発
縫
金
投
低
条
例
第
九
条
。

(
8
)

払
い
戻
し
の
比
市
中
は
、
債
券
に
閲
す
る
現
行
の
市
場
利
子
市
巾
に
変
動

す
る
。

〔

9
)

第
三
・
一
条
は
、
附
川
崎
密
2
B
の
大
将
民
回
線
許
裂
に
お
け
る
一
般

協
択
の
第
三
羽
を
鵠
湘
と
す
る

大
純
民
閣
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
聞
の
自
由
貿
易
協
定
(
一
}
(
出
血
】

二
八
九


